
1

富大流人生設計支援
プログラムプ グラム

『 １ ４ 歳 の 挑 戦 』 と 連 携 す る

長期循環型インターンシップモデル
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富山県・富山大学の概要
富 山 県
１５市町村

面積 ４ ２４７Km2面積：４，２４７Km2

人口：１１０万人

県庁所在地：富山市

（20/11/1現在）

富山大学
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学部生８０００名
３キャンパス８学部

県内出身：33.7%
東海北陸：40.9%

教職員１９７４名
（20/5/1現在）
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富山大学における学生支援の基本理念
「人材育成で社会から信頼される総合大学」

「学生のニーズに応える多面的支援体制の
構築と学生支援方策の充実と実行」

「学生への自立と自律支援の
ためのＳＰＳ体制の確立」

「入学から卒業までのエンロ－
ルメント・マネジメントの確立」

目標の設定
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「教職員一人ひとりの認識と意識改革･一丸となった学生支援体制

富山大学における学生支援の 総合的な取組体制

２００７年選定ＧＰ

三位一体の支
援体制が確立

教 育 担 当
理 事 室

学務情報システム
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今回選定ＧＰ
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学生支援マインド

の醸成
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富山大学のインターンシップの現状

年度 企業数
富山大学全体
実習者 /申込者

%
実施学部 富山県全体

実習者/申込者 %

１１ １４ 23 / 25    92% 工 －

１２ ２２ 43 / 54    79.6% 理・工 －

１３ １８ 38 / 38   100% 理・工 －

１４ ４９ 110 / 157   70.0% 経・理・工 －

１５ ６０ 112 / 127   88.1% 人・教・経・理・工 427 / 595 71.8%

１６ ８７ 151 / 193 78.2% 人・教・経・理・工 576 / 651 88.5%

『１４歳の挑戦』
初年度（平成１１）

２７校 ３，３１８人
受入事業所数 ９３８

『１４歳の挑戦』
完全実施年度（平成１３）
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１６ ８７ 151 / 193   78.2% 人 教 経 理 576 / 651  88.5%

１７ ９８ 163 / 185   88.1% 人・教・経・理・工 628 / 716  87.7%

１８ １２３ 204 / 233   87.6% 人・教・経・理・工 714 / 915  78.0%

１９ １０６ 162 / 185   87.6% 人・教・経・理・工 730 / 772  94.6%

２０ １３９ 197 / 224 87.9 % 人・人間・経・芸・理・工 749/             －

完全実施年度（平成１３）

８５校 １０，６６８人
受入事業所数 ３，３６２
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卒業者進路追跡実態調査から

３年未満離職率

インターンシップ受講者 １６．７％

３年未満離職率

全
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全国平均36.6％
本学平均23.0％

「オフとオンの調和による学生
支援」との相乗効果
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さらなる

「学生支援力」

の強化
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富大流人生設計支援プログラム
－『14歳の挑戦』と連携する長期循環型インターンシップモデル－
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事前指導 ⇒ 中間指導 ⇒ 事後指導

事前指導

中間指導
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中間指導

事後指導
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ＩＣＴを利用した就業研修を経て
指導ボランティアとして参加

若者未来eラーニング
インタ ネットテレビ電話インターネットテレビ電話

指導ボランティア

Copyright (c)2008 UNIVERSITY OF TOYAMA  All Rights Reserved. 

富山大学のＳＮＳ

１４歳の挑戦の就業体験の現状分析①

現状は？

規範意識・社会性（小） ＜自分探し（大）
希望通りの体験先が確保できない（指導者不足）
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希望通りの体験先が確保できな （指導者不足）

空白の３年間（高校でのインターンシップは少ない）
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インターンシップ事前アンケート

職業観の醸成度調査
Ｎ＝２３７

１４歳の挑戦の就業体験の現状分析②

9.8% 48.8% 41.5%
就業体験なし

Ｎ＝41
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5.1% 40.8% 54.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就業体験あり

a)決まっている b)ある程度絞り込んでいる c)決まっていない

Ｎ＝196

やりたい仕事が

富大流人生設計支援室の設置
学校種間・地域社会をコーディネート
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期待される効果

インターンシップの教育目標・達成目標への成果
自 成 を振自己の成長を振り返るチャンス

三位一体の総合的学生支援体制の確立
修学生活支援＋パーソナル支援＋キャリア支援

キャリアターゲット（中学生へ）の効果
ひとつ先のステージ（高校進学）を考えるにあたりその次の
ステージ（大学）を考えさせることが重要

相乗効果
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地域社会からの信頼性向上
発達段階（学校間）における連続的なキャリア支援の構築

地方の高等教育機関にとっての研究事例となる
地方の利点を生かしたインターンシップ
新しいタイプの長期型インターンシップの提示

富大流人生設計支援プログラム
の効果

成長 発達段階に応じた

就業体験の目的と意義の明確化

成長・発達段階に応じた
「能力・態度」の育成を
軸とした学習プログラム
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軸とした学習プ グラム
の開発により連続したキ
ャリア教育が実践できる
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評価の体制と方法

富大流人生設計支援プログラムは 計画・実践・評価とが

多元的方法による評価
定量的評価（数値目標の達成評価，数値的アンケート評価等）

富大流人生設計支援プログラムは，計画 実践 評価とが
有機的にリンクした，アクション・リサーチの形態をとる
プロジェクトである
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（ ）

定性的評価（質的評価：満足度調査，アンケート分析，地域社

会からの反応等）

評価のフィードバックと新たな改善のサイクル

平成２０年度
準備・啓蒙・実施体制確立年度

「富大流人生設計支援室」の設置「富大流人生設計支援室」の設置

特命教員の公募

実施運営体制の確立

受入れ企業及び協力中学校との調整

ラムの開催
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フォーラムの開催

啓蒙，理解，連携の推進

「富大流人生設計支援プログラム」の広報
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www3.u-
toyama.
ac.jp/gp

詳細は

富 山 大 学

学生支援ＧＰ

ac.jp/gp
08/
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検 索

１２月２０日
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地域社会と共に成長する富山大学

人材育成で地域社会から信頼される総合大学

富山市中心街から日本アルプス・立山連峰を望む


